





2023年度　サンライズ財団環境助成金　申請書

2023年度　サンライズ財団環境助成金　申請書

1. 団体情報　（1頁以内で記載ください）
	基本情報

	法人名 *法人格含む、定款記載の正式名称
	通称ではなく、定款に記載された法人格を含む正式名称を記載

	代表者　
	役職
	役職名を記載
	氏名
	フルネームを記載

	住所
	〒　〒 000-0000　←郵便番号を記載　　住所を都道府県名から記載

	Tel.
	00-0000-0000　連絡が取れる電話／携帯番号を記載
	Email
	合否の連絡等に使用するため正確に記載　申請後に変更が生じた場合は必ず事務局に連絡

	設立年月日
	xxxx年xx月xx日
西暦半角数字で入力
	法人化年月日
	xxxx年xx月xx日
	認定特定非営利活動法人の場合☑
	☐

	20xx年度の財務状況　*最新の収支報告書より記載

		経常収益合計（円）
	            
	
	経常費用合計（円）
	            

	内訳
	
	
	内訳
	

	会費
	
	
	事業費
	

	寄付金
	
	
	管理費
	

	助成金
	
	
	
	

	事業収益
	
	
	前期繰越金（円）
	

	その他
	
	
	借入金（円）
	




	職員・ボランティアの数

	専従有給職員  xx名
	専従無給職員  xx名
	非常勤職員(週2日以上勤務)  xx名
	ボランティア  xx名

	代表者の略歴　※300字以内で

	代表者の略歴は、特に法人の活動との関連が分かる情報を入れて記載

	団体の目的　※150字以内で

	法人の目的を150字以内で記入


	団体の主な活動　※300字以内で

	法人の主な活動内容を列挙し、それぞれの実績が分かる情報も合わせて記載

	本件担当者

	氏名（フリガナ）
	

	所属
	
	役職
	

	Tel.
	
	Email
	




2．助成金を活用する事業　（2頁目から４頁目以内で記載ください）
	事業名

	助成を申請する事業の名称を記載　　例：放置竹林の整備による生態系回復事業

	事業の概要　※150字以内で

	事業の内容を端的に表すよう150字以内で記入



	事業の実施期間

	開始
	2023年xx月
	終了
	xxxx年xx月

	事業の総予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	申請助成額

	xx,xxx,xxx円　　　　　　　　　
	xx,xxx,xxx円

	事業の背景及び必要性　※500字以内で

	事業を実施する地域社会の課題について、以下の2点について具体的な数値や地域の状況等の情報を入れて記載
 - 課題の特定
 - 原因の分析

	受益者とそのニーズ　※300字以内で

	事業が取り組む地域社会の課題について、受益者のニーズをどのように把握しているかを記載



	成果目標（質的成果の目標および数値目標をご記入ください。冊子等の事業内で作成されるものがあれば、それも含めて）

	事業が助成期間中に達成する成果目標をなるべく具体的な数値の情報を入れて記載
本助成金の報告書を助成期間終了後に提出いただきますので、それを考慮し、成果をいつ、どのように測るかも記載
例：
- 放置竹林の面積が減少する。〇〇㎡減（〇〇%減）
測定時期・方法：助成実施前と助成終了時に計測して比較
- 竹林整備に従事した人の数が延べ50人超
測定時期・方法：助成終了時に年間の参加者を合算する
- 観察される生物種が増加。地域の象徴種○〇が△△％増および□□が△△％増（脊椎動物、無脊椎動物、植物など）
測定時期・方法：助成実施前と助成終了時に計測して、比較（同じ季節）。種の同定は大学の研究室の協力を得る









	事業の内容　（事業を構成する活動ごとに分け、それぞれを簡潔にご説明ください）

	※月単位または季節単位での計画を詳しく　 ※活動数は任意

例：活動 1  竹林の実態調査（〇月～〇月）
1a. 竹林の広がる範囲を把握する
植生および土壌調査を実施　
1b. 生息する生物種を把握する
1c. 大学の研究室と種の同定
活動 2  竹林の伐採（〇月～〇月）
2a. 専門家や行政担当者を交えた伐採計画の検討。
2b. ボランティアの募集
2c. 市民参加のワークショップ開催と伐採の実施
活動 3  竹炭づくり（〇月～〇月）
3a. 無煙炭化器の手配
3b. ボランティアの募集と竹炭づくり
3c. 竹炭商品化と販売策の立案
活動4 生態系の回復状況調査（〇月～〇月）
4a.
4b. 














	
実施体制　（協働団体がある場合は、役割分担についてもご記入ください）
※地域住民も参加して実施されるイベント等の計画があれば、その点にも触れてください。

	例：〇〇〇株式会社　重機および操作する人の提供　1台、1 人 
〇〇大学○〇研究室（生物種の同定） 2 人
〇〇市役所環境課 2 人
〇〇市民（公募によるボランティア作業への参加）　40 人
＜住民参加イベント＞　
里山での下草刈りは人手がかかるため、市の広報紙によって、30名の市民ボランティアを募集する予定。2．伐採した竹を炭化する作業に10名ほど必要であり、これも市民ボランティアを募って、実施する予定。

	スケジュール

	別途エクセルで作成した表をここに貼りつけるのでもかまいません


















	社会へのインパクト　（事業が取り組む社会課題について、行政や他の団体等への影響や、社会への啓発効果など、
事業を通じて及ぼすことが期待されるインパクトについてご記入ください）　※500字以内で

	事業によって直接的・間接的に、あるいは意図的・非意図的を問わずに生じる長期的効果を記載（肯定的効果、否定的効果の双方を含む）








	助成終了後の展望　（助成終了後、どのように事業の取り組みを発展させていくかご記入ください）※500字以内で

	助成終了後に、事業をどのように継続、発展させ、事業がもたらした便益を維持するか、また、そのために必要な体制・仕組みづくりに言及









3. 事業の収支計画
	収入：申請事業全体の予算をご記入ください

	項目
	金額（円）
	内容

	本助成金
	1,000,000
	

	その他の寄付金・助成金
	500,000
	〇〇基金寄付 300,000 円、〇〇市助成金 200,000 円

	自己資金
	300,000
	

	
	
	

	収入合計
	1,800,000
	



	支出：申請事業全体について記載の上、本助成金をどの部分に活用するかについて、内訳にご記入ください

	費目
	金額（円）
	本助成金からの活用額（円）
	内訳　（単価x数量）

	人件費
	
	
	

	旅費・交通費
	
	
	

	通信費・運搬費
	
	
	

	印刷費・製本費
	
	
	

	賃借費
	
	
	

	物品購入費
	
	
	

	謝礼・委託費
	
	
	

	その他の費用
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	支出合計 
	
	
	


費目は適宜変更してください　　　　


4.提出資料
	団体に関する資料　　これらの書類を本申請書に添付してください

	· 定款
· 役員名簿
· 最新の事業報告書、及び2022年度の事業計画書
· 最新の収支報告書（活動計算書、貸借対照表、財産目録）、及び2022年度の予算計画書
· 反社会的勢力ではないことの表明・確約に関する同意書（所定の書式をご使用ください）
· 法人のパンフレットなど





提出前に、以下の内容をご確認ください。
· 申請内容は事実に相違ありません。
· 助成金は、申請書に沿って適正に使用し、領収書等を提出します。また目的外には使用いたしません。
· 助成期間終了後は、所定の報告書を決められた期日までに提出いたします。
· 助成金額、団体名、活動写真等を公益社団法人日本フィランソロピー協会および一般財団法人サンライズ財団のウェブサイト等を通じて情報公開されることに同意します。













【申請に関するお問い合わせ】

「サンライズ財団助成金」事務局
公益社団法人 日本フィランソロピー協会
担当：大倉 寿之（おおくら ひさし）
TEL：03-5205-7580　　FAX：03-5205-7585　　Email：sunrise@philanthropy.or.jp
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